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約
４

能
知
工
人
り
よ
前
年

行
を
発
開
術
技
の
価
評
度
症

家
門
専
は
価
評
度
症
重
や
断

。
い
く
に
し
致
一
も
で
間
の

た
じ
生
で
界
内
的
心
の
者
患

に
的
観
客
を
験
体
な
的
観
主

ら
か
い
な
が
法
方
る
す
察
観

前
目
は
医
科
神
精
。
る
あ
で

類
う
ど
と
例
型
典
が
者
患
の

い
る
あ
、
か
の
る
い
て
し
似

度
程
の
ど
ら
か
囲
範
常
正
は

価
評
を
か
の
る
い
て
し
脱
逸

に
験
経
ば
れ
す
も
と
。
る
す

法
方
の
こ
る
す
存
依
く
き
大

療
治
や
期
時
始
開
療
治
、
は

み
の
る
す
に
明
分
不
を
定
判

ら
至
に
敗
失
を
験
治
ず
ら
な

い
思
。
る
あ
も
と
こ
る
め
し

。
た
え
考
と
か
い

　

判
度
症
重
や
断
診
、
て
じ
通

多
種
多
な
う
そ
ち
立
役
に
定

、
動
体
、
情
表
、
声
音
。
た

、
波
脳
、
子
様
の
活
生
常
日

記
に
も
と
と
報
情
床
臨
な
細

機
た
せ
わ
合
に
的
目
、
し
録

で
ま
今
。
う
行
を
習
学
械

ス
の
症
知
認
や
病
つ
う
、
に

の
ど
な
測
予
応
反
療
治
、
定

。
た
し
成
生
を
ル
デ
モ
習
学

　

わ
合
み
組
を
数
関
は
Ｉ
Ａ

解
理
を
心
の
人
、
ず
ぎ
過
に

な
は
で
の
る
す
断
診
て
し

の
者
患
に
私
、
で
方
一
。
い

す
測
推
を
下
低
の
能
機
知
認

行
が
Ｉ
Ａ
、
に
る
見
を
の
る

な
は
で
じ
同
は
に
的
質
本
と

ヒ
で
ま
今
。
る
じ
感
と
か
い

ら
え
教
に
Ｉ
Ａ
を
徴
特
の
患

。
る
あ
も
と
こ
る
れ

　

代
時
の
冬
か
度
何
は
Ｉ
Ａ

の
在
現
。
る
い
て
し
験
経
を

ろ
だ
る
来
が
期
時
る
め
冷

技
の
く
多
に
既
し
か
し
。
う

生
の
ち
た
私
れ
さ
用
利
が
術

年
昨
。
る
い
て
し
透
浸
に
活

医
Ｉ
Ａ
る
な
と
初
邦
本
、
末

援
支
断
診
鏡
視
内
（
器
機
療

れ
さ
認
承
が
）
ム
ラ
グ
ロ
プ

療
医
た
し
用
利
を
Ｉ
Ａ
。
た

し
と
う
よ
れ
訪
が
代
時
新
の

終
に
れ
外
待
期
、
が
る
い
て

を
進
前
な
き
大
、
か
の
る
わ

ら
か
れ
こ
。
か
の
す
ら
た
も

。
る
あ
で
場
念
正
が

室
教
学
科
経
神
・
神
精
（

 

郎
士
泰
本
岸

　

）
回

会
ス
ン
エ
イ
サ
應
慶

）
ｏ
ｉ
ｅ
Ｋ
―
Ｇ
Ｓ
Ｉ
（

第

究
研
的
野
分
反
回　

　
　
　

た
し
と
象
対
を
生
校
高

て
し
任
就
に
問
顧
別
特
策
政
療
医
市
室
根

岡
勝

 

治
洋
（

）
回

授
教
誉
名
学
大
科
医
阪
大が

授
教
嗣
基
家
大

任
就
に
長
事
理
の
会
学
科
器
尿
泌
本
日

　

で
け
付
日
１
月
４
年
本

顧
別
特
策
政
療
医
市
室
根
「

。
た
し
ま
れ
さ
嘱
委
を
」
問

　

室
根
道
海
北
は
職
役
の
こ

れ
ら
け
設
て
め
初
て
し
と
市

た
の
民
市
室
根
、
で
の
も
た

的
心
中
る
え
支
を
療
医
の
め

い
て
き
て
し
た
果
を
割
役
な

化
性
活
の
院
病
室
根
立
市
る

機
、
て
し
と
長
員
委
の
会
員

る
あ
で
誌
関
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Ｊ
Ｉ
（

れ
さ
知
認
に
的
際
国
を
）
Ｕ

ま
れ
ら
げ
上
て
育
に
誌
雑
る

に
医
科
器
尿
泌
手
若
。
た
し

方
の
読
査
や
ス
セ
ロ
プ
集
編

Ｉ
「、
く
頂
て
し
解
理
を
法

後
、
し
画
企
を
」
場
道
Ｕ
Ｊ

ま
れ
さ
力
努
も
に
成
育
の
進

的
際
国
は
果
成
の
こ
。
た
し

尿
泌
際
国
、
れ
さ
価
評
も
に

理
の
）
Ｕ
Ｉ
Ｓ
（
会
学
科
器

、
て
し
と
事

Publication Chair

い
て
れ
ら
め
と
つ
を

長
員
委
務
総
、
た
ま
。
す
ま

Ｎ
に
年
８
１
０
２
、
て
し
と

れ
ら
せ
さ
働
稼
格
本
を
Ｄ
Ｃ

。
た
し
ま

　

９
１
は
授
教
誉
名
勝
井
村

長
事
理
間
年
２
ら
か
年
９
９

国
の
会
学
、
れ
ら
め
と
つ
を

。
た
し
ま
れ
さ
進
推
を
化
際

、
ぎ
継
き
引
を
統
伝
の
室
教

の
民
国
、
し
引
牽
を
会
学
で

の
も
く
い
て
し
献
貢
に
祉
福

様
皆
。
す
ま
り
お
て
え
考
と

し
ろ
よ
ぞ
う
ど
を
援
支
ご
の

。
す
ま
し
い
願
お
く

　

月
４
年
１
２
０
２

―
器
尿
泌
本
日
回
９
０
１
第
日

教
家
大
。
す
ま
れ
さ
催
開
で

局
務
事
が
沼
浅
、
長
会
が
授

会
四
三
。
す
ま
め
と
つ
を
長

力
協
ご
と
か
何
は
に
様
皆
の

す
ま
き
頂
て
せ
さ
い
願
お
を

お
く
し
ろ
よ
ぞ
う
ど
、
で
の

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願

 

沼
浅
（

　
宏　

）
当
相

　

年
９
１
０
２

４
月

―
た
れ
さ
催
開
で
屋
古
名
に
日

科
器
尿
泌
本
日
回
７
０
１
第

授
教
嗣
基
家
大
で
会
総
会
学（

会
学
科
器
尿
泌
が
）
回

せ
ま
り
な
ば
ね
が
急
を
化

。
ん

　

つ
に
業
事
規
新
、
で
こ
そ

ご
も
に
ん
さ
皆
の
校
母
て
い

く
た
き
頂
を
援
支
ご
と
解
理

。
た
し
ま
り
執
を
筆

　

師
医
る
け
お
に
院
病
方
地

的
国
全
、
は
て
い
つ
に
保
確

が
向
傾
在
偏
の
へ
部
市
都
に

い
続
が
況
状
い
し
厳
、
り
あ

僻
（
地
隔
遠
。
す
ま
い
て

に
市
室
根
る
す
置
位
に
）
地

層
一
が
足
不
師
医
は
て
い
お

打
を
状
窮
の
こ
。
す
で
刻
深

供
提
療
医
な
的
定
安
、
し
開

に
め
た
る
げ
上
き
築
を
制
体

業
事
み
組
り
取
の
自
独
院
当

。
す
ま
い
て
し
画
計
を

　

実
療
医
域
地
、
は
目
つ
一

業
託
委
究
研
査
調
・
析
分
態

遣
派
を
師
医
に
院
当
、
で
務

可
続
持
ら
が
な
い
ら
も
て
し

や
方
り
在
の
療
医
域
地
な
能

の
源
資
療
医
る
れ
さ
と
要
必

つ
に
業
事
一
。
る
す
を
析
分

給
支
を
円
万
０
０
０
、
１
き

。
る
す

　

療
診
的
常
恒
、
は
目
つ
二

定
、
で
業
事
遣
派
師
医
援
応

構
の
制
体
遣
派
援
応
な
的
期

に
業
事
の
こ
。
す
指
目
を
築

・
援
応
と
さ
る
ふ
市
室
根
は

活
を
金
基
化
定
安
療
医
域
地

円
万
５
き
付
に
日
１
、
し
用

払
支
に
関
機
療
医
元
遣
派
を

。
う

　

病
室
根
立
市
、
は
目
つ
三

向
出
師
医
年
若
等
枠
域
地
院

が
師
医
手
若
、
で
業
事
修
研

進
先
ら
が
な
し
務
勤
に
院
当

の
得
習
術
技
の
で
関
機
療
医

。
る
す
設
創
を
会
機

　

す
進
推
を
業
事
の
ら
れ
こ

助
自
の
体
治
自
一
、
は
に
る

す
ま
り
あ
が
界
限
は
で
力
努

ず
ら
な
み
の
内
道
海
北
で
の

係
関
の
と
関
機
育
医
の
外
道

校
母
。
す
で
欠
可
不
が
築
構

の
ら
れ
こ
、
は
に
ん
さ
皆
の

に
興
再
の
療
医
域
地
が
業
事

モ
て
け
駆
先
に
国
全
、
け
向

い
願
お
を
言
助
ご
導
指
ご
う

。
す
ま
げ
上
し
申

。
す
で
の
も
る

室
根
、
は
に
更

土
領
方
北
は
市

原
の
動
運
還
返

殊
特
て
し
と
点

外
、
し
有
を
性

役
な
要
重
上
交

は
院
病
民
市
、
ら
か
と
こ
る

ア
シ
ロ
と
民
島
旧
で
ま
れ
こ

方
北
、
後

４

、
島
捉
択
（
島

群
舞
歯
、
島
丹
色
、
島
後
国

の
て
し
と
院
病
点
拠
の
）
島

れ
ま
望
り
よ
外
内
国
が
立
確

現
実
の
そ
、
で
の
す
ま
い
て

選
に
長
事
理
の

し
ま
れ
さ
出

。
た

　

は
授
教
家
大

の
事
理
が
回
今

た
あ
に
目
期
４

で
ま
れ
こ
、
り

す
対
に
会
学
の

く
高
が
献
貢
る

ら
え
考
と
果
結
た
れ
さ
価
評

委
の
会
員
委
育
教
。
す
ま
れ

尿
泌
の
在
現
は
に
代
時
長
員

を
度
制
修
研
る
け
お
に
科
器

委
集
編
。
た
し
ま
れ
さ
立
確国内最大規模の関連病院

群を擁する慶應メディカ
ルアライアンス（KMA）
が提供する基本診療領域
の専門医研修について説
明いたします。指導医や
専修医等と直接話せるよ
い機会です。当日は慶應
の関連病院も多数出展い
たします。ぜひ、この機会
に〝KEIO ALLIANCE〟
の雰囲気を肌で感じてく
ださい。

場　所：慶應義塾大学信濃町キャンパス総合医科学研究棟１階
　 懇親会は慶應義塾大学信濃町キャンパス 総合医科学研究棟
１階 ラウンジで行います。
　 参加をご希望の方はオープンホスピタルのホームページ
（ nce.html）
からエントリーをお願いたします。慶應義塾大学医学部ホー
ムページから閲覧できます。
問合せ先：慶應義塾大学医学部専修医研修センター
　　　　　・大学病院卒後臨床研修センター
　　　　　med-srk-center@adst.keio.ac.jp

研修医・医学部生対象
Keio Medical Alliance Fellowship全体説明会

　

の
で
院
病
学
大
り
よ
前
以

、
は
に
ム
テ
ス
シ
育
教
師
医

り
割
縦
た
し
と
心
中
を
局
医

さ
映
反
く
濃
色
が
み
組
枠
の

段
い
早
は
れ
そ
。
た
き
て
れ

育
の
」
家
門
専
「
の
ら
か
階

し
揮
発
を
力
な
き
大
は
に
成

段
の
修
研
期
初
、
が
た
き
て

的
断
横
る
れ
さ
と
要
必
で
階

積
蓄
の
ウ
ハ
ウ
ノ
や
識
知
な

面
側
た
き
て
れ
さ
と
牲
犠
は

。
い
な
め
否
は
と
こ
る
あ
が

学
大
で
分
部
の
こ
、
て
し
そ

ス
シ
の
等
式
瓦
根
屋
は
院
病

病
育
教
名
有
る
い
用
を
ム
テ

と
た
き
て
し
拝
を
塵
後
の
院

。
う
ろ
だ
る
え
い

　

の
室
教
学
科
内
、
で
こ
そ

た
ま
を
科
門
専
各
り
よ
後
前

れ
さ
行
施
と
う
お
行
を
ス
ン

２
×
２
称
通
、
が
の
た

 

ツ
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あ
で
の
も
る
い
て
れ
ば
呼

来
由
の
前
名
の
２
×
２
。
る

二
後
午
に
目
週
二
月
各
、
は

い
と
る
れ
わ
行
回
二
ら
か
時

で
の
も
た
し
来
由
に
と
こ
う

研
期
初
後
卒
も
在
現
、
り
あ

内
各
て
し
と
貫
一
の
育
教
修

意
熱
に
育
教
り
よ
室
教
学
科

挙
を
手
に
師
医
手
若
る
あ
の

運
に
的
体
主
、
い
ら
も
て
げ

容
内
の
そ
。
る
い
て
れ
さ
営

性
門
専
の
科
各
て
え
敢
、
は

げ
あ
り
と
は
容
内
い
高
の

す
有
共
に
医
修
研
期
初
、
ず

を
点
重
に
解
理
の
容
内
き
べ

２
。
る
い
て
し
と
と
こ
く
置

げ
挙
て
し
と
例
体
具
を
部
一

；
く
だ
た
い
て
せ
さ＊ 

療
養
栄
の
者
患
療
治
中
集法

法
処
対
の
妄
ん
せ
＊＊ 

ジ
ネ
マ
の
腫
浮
な
的
般
一

ト
ン
メ

理
管
の
炎
肺
性
嚥
誤
＊

点
意
注
の
時
用
使
剤
影
造
＊

　

修
研
期
後
や
期
初
は
で
ス
ン

調
ち
持
を
問
疑
ら
自
、
が
医

れ
さ
調
強
も
と
こ
う
い
と
る

医
修
研
「、
際
実
（
る
い
て

内
の
め
た
の
医
修
研
る
よ
に

が
の
う

２
×
２

々
日
。）
る
あ
で
称
名
式
正

、
は
問
疑
た
い
抱

と
こ
う
思
に
問
疑
が
分
自
「

」
る
い

　

自
、
り
則
に
神
精
う
い
と

る
す
決
解
べ
調
を
献
文
ら

も
と
こ
う
い
と
う
養
を
力
能

お
て
し
と
的
目
な
的
次
副

調
の
献
文
「
め
た
の
そ
、
り

。
る

　

の
ら
か
科
各
科
内
の
在
現

俊
木
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・
寛
修
村
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・
明
充

望
美
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・
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。
る
あ
で
名

　

上
い
拾
を
問
質
な
朴
素
の
医

式
瓦
根
屋
う
い
と
く
い
て
げ

い
て
し
供
提
を
会
機
育
教
の

。
る

　

で
ま
れ
こ
、
に
で
ま
考
参

月
の
社
土
羊
社
会
式
株
、
は

り
お
て
れ
さ
載
掲
も
に
」
ト

棟
病
！
決
解
で
な
ん
み
「（

」
ン
モ
ギ
の

https://www.
yodosha.co.jp/rnote/
byoutou.html

同
の
国
全
、）

師
医
手
若
る
あ
に
場
立
の
様

。
る
い
て
れ
さ
有
共
に

　

、
て
し
と
み
試
の
て
め
初
は

者
加
参
と
者
演
な
的
極
積

ト
ス
ベ
の
度
年
８
１
０
２

北里記念式の挙行について

あたり、医学部と三四会との共催により、
下記のとおり北里記念式を執り行うことに
なりました。三四会の皆様方のご列席の程
をお願い申し上げます。

記

　会場　北里講堂

 医学部長　天谷　雅行
 三四会長　武田　純三

記

　　　午後３時～５時

条）、本会の最高意思決定機関です。
評議員各位のご出席をお願いいたします。
なお、閉会後に、情報交換会を開催します。

　　　　　　　　三四会長　武田　純三　

三四会評議員会開催のお知らせ

　

Ｊ
（
構
機
興
振
術
技
学
科

に
的
際
国
来
将
は
で
）
Ｔ
Ｓ

学
科
た
し
出
傑
る
得
し
躍
活

と
こ
る
す
成
育
を
材
人
術
技

た
し
越
卓
、
て
し
と
的
目
を

校
高
る
す
有
を
力
能
・
欲
意

際
国
、
し
抜
選
・
集
募
を
生

体
で
度
高
む
含
を
動
活
な
的

グ
ロ
プ
育
教
数
理
、
な
的
系

学
大
塾
義
應
慶
。
す
ま
い
て

り
な
と
心
中
が
部
学
医
は
で

採
年
毎
り
よ
時
始
開
業
事
本

で
年
本
、
り
お
て
れ
さ
択

連
。
た
し
ま
り
な
と
続
連
年

だ
学
大
塾
義
應
慶
は
択
採
続

れ
さ
択
採
在
現
、
り
あ
で
け

る
い
て

立
私
で
中
の
学
大

で
け
だ
学
大
塾
義
應
慶
は

。
す

　

の
療
医
・
学
医
「
は
在
現

」
教
半
学
半
・
学
修
的
際
学

国
本
日
て
し
と
題
課
業
事
を

リ
メ
ア
、
く
な
で
け
だ
内

が
生
校
高
な
秀
優
ら
か
ど
な

の
名
０
８
１
は
度
年
昨
。
す

で
抜
選
次
一
、
り
あ
が
募
応

選
次
二
、
に
更
、
し
と
名で

抜

Ｊ
。
た
し
ま
し
と
名

万
０
０
０
３
年
は
成
助
Ｔ
Ｓ

寄
人
個
は
年
近
、
が
す
で
円

業
事
、
り
お
て
し
加
増
も
附

な
く
き
大
つ
ず
し
少
は
模
規

　

抜
選
次
一
、
は
で
業
事
本

演
講
の
回
６
年
て
し
対
に
者

内
国
、
り
お
て
し
施
実
を
会

演
講
ご
に
者
究
研
流
一
の
外

の
こ
。
す
ま
り
お
て
い
頂
を

ん
ろ
ち
も
は
学
大
は
に
演
講

業
企
間
民
や
関
機
究
研
立
国

お
て
し
用
多
も
者
究
研
の

弁
、
者
学
会
社
も
野
分
、
り

裾
も
に
ど
な
士
理
弁
、
士
護

に
更
。
す
ま
い
て
げ
広
を
野

の
抜
選
次
二
は

学
医
は
名

の
部
学
工
理
、
部
学
薬
、
部

施
実
を
究
研
人
個
で
室
究
研

年
数
こ
こ
、
が
す
ま
い
て
し

載
掲
文
論
の
へ
誌
流
一
、
は

多
が
表
発
の
で
会
学
際
国
や

事
本
。
す
ま
い
て
れ
ま
生
数

修
専
科
内
器
環
循
（
君
憲

吸
呼
（
君
誉
初
岡
髙
、）
医

山
小
、）
医
修
専
科
内
器

薫に
）
医
修
研
床
臨
期
初
（
君

で
勢
姿
な
的
極
積
、
れ
ら
贈

、
は
で
と
こ
う
い
と
加
参
の

暎
姫
河
医
修
研
床
臨
期
初

さ
彰
表
が
君
香
李
木
荒
、
君

。
た
れ

　

り
借
お
を
場
の
こ
に
後
最

た
い
力
協
ご
に
営
運
、
て
し

修
研
床
臨
後
卒
る
い
て
い
だ

研
ら
か
頃
日
て
し
そ
、
ま
さ

れ
離
ら
か
棟
病
に
的
時
一
に

を
解
理
ご
て
し
対
に
と
こ
る

員
教
科
各
る
い
て
い
だ
た
い

謝
感
く
深
に
に
ま
さ
な
み
の

と
局
務
事
。
い
た
げ
上
し
申

２
×
２
た
し
う
こ
、
は
て
し

の
で
院
病
学
大
て
し
と
け
か

深
層
一
り
よ
が
育
教
医
修
研

今
、
い
願
を
と
こ
す
増
を
み

動
活
に
的
極
積
も
降
以
度
年

あ
で
定
予
く
い
て
け
続
を

。
る

 

大
鉄
野
吉

　

、
回

　

科
内
器
環
循

 

坂
香
　
俊　

）
回

初期研修医のための横断的なカンファレンス

「２×２カンファ」について

し
力
注
も
に
化
際
国
は
で
業

安
の
室
教
学
理
薬
、
り
お
て

、
り
よ
に
援
支
ご
の
授
教
井

年
毎

を
生
校
高
抜
選
の
名

、
し
遣
派
に
学
大
科
医
カ
ス

の
と
生
院
学
大
や
講
受
義
講

れ
入
け
受
年
毎
も
生
校
高
抜

る
経
を
年
は
流
交
、
り
お
て

は
ら
か
度
年
昨
、
た
ま
。
す

イ
、
に
め
た
の
化
強
系
数
理

高
の
へ
学
大
の
ル
エ
ラ
ス

し
ま
し
始
開
も
遣
派
生
校

。
た

　

ら
か
業
事
本
、
は
で
年
近

も
者
学
入
の
へ
部
学
医
應
慶

、
り
な
に
う
よ
る
き
で
見
散

、
名
５
、
は
で
間
年
３
の
こ

く
て
し
学
入
が
名
２
、
名
６

生
学
の
ら
れ
こ
。
た
し
ま
れ

年
１
、
く
強
が
向
志
究
研
は

学
医
礎
基
の
町
濃
信
り
よ
次

で
ん
組
り
取
に
究
研
で
室
教

。
す
ま
い
て
れ
く

　

で
邦
本
む
進
が
化
子
少

ム
テ
ス
シ
育
教
の
来
従
、
は

、
え
加
に

top-up

す
指
目
を

、
り
あ
で
欠
可
不
が
み
組
仕

デ
モ
の
つ
一
の
そ
が
業
事
本

り
お
て
え
考
と
ば
れ
な
に
ル

。
す
ま

者
任
責
業
事
（

　

授
教
室
教
学
化
吉
日
・

 

義
浩
上
井

　

）
当
相

　

月
４
年
９
１
０
２

に
日

科
医
合
総
院
病
應
慶
町
濃
信

棟
究
研
学

１

に
ジ
ン
ウ
ラ
階

会
ス
ン
エ
イ
サ
應
慶
て
い
お
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第
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よ
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回フ
ン
カ
究
研
的
野
分
反
の
目

ア
の
士
同
野
分
る
な
異
く
た

流
交
の
人
や
合
融
の
ア
デ
イ

が
展
発
的
学
科
な
た
新
ら
か

、
に
的
目
を
と
こ
る
れ
ま
生第

系
学
医
学
大
阪
大
は
回

タ
町
殿
應
慶
は
回
今
、
を
グ

キ
や
学
大
ど
な
う
行
を
催
開

重
を
回
。
る
い
て
し
画
企
回

か
野
分
な
々
様
に
と
ご
る
ね

回
今
、
え
増
が
者
加
参
の
ら

大
の
ど
ほ
る
出
が
見
ち
立
は

れ
そ
の
下
以
、
り
な
と
況
盛

ゼ
レ
プ
の
身
出
野
分
異
れ
ぞ

。
た
れ
さ
わ
交
が
論
議
な
発

市
崎
川
（
士
博
吾
真
野
上
・

イ
療
医
ノ
ナ
団
財
興
振
業
産

ン
オ
た
し
指
目
を
索
探
的
量

発
開
の
ム
テ
ス
シ
イ
レ
ア
ロ

実
の
覚
触
力
、
る
よ
に
）
Ｏ

離
距
長
の
覚
触
力
や
き
動
い

術
技
る
す
に
能
可
を
達
伝

内
（
君
宜
克
木
正
・

）
回

初
界
世
・
発
應
慶
、
る
よ
に

の
リ
プ
ア
方
処
援
支
煙
禁
の

用
応
床
臨
と
発
開

・
真
写
（

）
図

　

以
て
い
つ
に
想
感
の
会
は
君

。
る
い
て
せ
寄
に
う
よ
の
下

ん
進
で
気
囲
雰
な
か
や
和

舘
（
科
内
器
吸
呼
應
慶
。
だ

内
・
君
喜
博
野

永
福
、
回

内
・
君
壱
興

医
が
）
ら
回

は
Ｏ

、
君
太
晃
竹
佐
・
回は

Ｏ
Ｔ
Ｃ

普
木
鈴
・
回

煙
禁
た
し
発
開
同
共
と
）
君

（
リ
プ
ア
援
支

JM
IR M

health U
health. 

）:e12694.

通
を
）

つ
持
が
リ
プ
ア
ホ
マ
ス
、
じ

な
た
新
の
て
し
と
段
手
療
治

効
療
治
に
際
実
。
た
い
だ
た

効
で
究
研
床
臨
て
し
発
開
を

標
目
い
高
う
い
と
す
示
を
果

ど
、
り
た
あ
に
る
す
成
達
を

法
方
修
監
や
順
手
な
う
よ
の

た
い
を
問
質
な
的
体
具
も
て

ア
デ
イ
ア
の
中
の
頭
、
き
だ

に
る
す
化
現
具
に
的
会
社
を

こ
す
わ
交
を
論
議
と
者
加
参

療
医
は
後
今
。
た
き
で
が
と

療
医
隔
遠
は
野
分
の
リ
プ
ア

で
ん
込
き
巻
も
要
需
の
ど
な

熱
加
た
ま
。
る
れ
さ
定
想
と

会
社
ど
な
及
普
の
こ
ば
た
式

の
援
支
煙
禁
い
伴
に
化
変
の

体
自
方
り
在

て
し
遷
転
も

た
私
。
る
い

続
き
引
は
ち

・
的
学
科
き

療
治
る
あ
の
果
効
に
的
観
客

に
め
た
る
す
証
検
・
発
開
を

の
果
効
療
治
る
な
ら
さ
、
も

と
こ
む
組
り
取
て
け
向
に
ト

」
る
い
て
え
考
と
だ
事
大
が

　

原
は
ｏ
ｉ
ｅ
Ｋ
―
Ｇ
Ｓ
Ｉ

７
に
特
、
り
お
て
し
画
企
を月

キ
ン
ウ
タ
町
殿
は
に
日

月
９
、
を
ス
ン

大
は
に
日

方
る
あ
の
味
興
。
る
い
て
し

い
を
絡
連
ご
で
ま
ス
レ
ド
ア

手
若
の
く
多
。
い
た
き
だ
た

研
の
ク
ド
ス
ポ
・
生
院
学
大

カ
が
加
参
の
生
部
学
や
者
究

期
を
と
こ
る
な
と
力
動
原
る

。
る
い
て
し
待

W
ebsite: https://sites.
google.com/keio.jp/isg/ 
E-mail: isgkeio@gmail.com

院
病
所
究
研
里
北
（

　

長
医
科
内
器
吸
呼

 

樹
秀
井
寺

　
内

）
回


